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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
り
「
日
経
平
均
12

週
連
続
上
昇
。
54
年

ぶ
り
の
記
録
」「
日

経
平
均
株
価
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の

水
準
回
復
」「
３
大

メ
ガ
バ
ン
ク
、
７
年

ぶ
り
の
高
水
準
の
利
益
」
な
ど
、

日
本
経
済
の
回
復
が
強
調
さ
れ
、

４
月
に
行
わ
れ
た
時
事
通
信
社
の

世
論
調
査
で
は
２
割
以
上
が
景
気

の
回
復
を
実
感
し
て
い
る
と
い
う

▼
安
倍
内
閣
が
発
足
し
て
初
め
て

の
国
政
選
挙
＝
参
院
山
口
選
挙
区

補
欠
選
挙
は
、
自
民
党
新
人
が
圧

勝
す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

政
府
・
与
党
は
「
安
倍
政
権
の
４

か
月
間
の
政
権
運
営
が
評
価
さ
れ

た
」「
経
済
政
策
や
東
日
本
大
震

災
の
復
興
、
安
全
保
障
政
策
が
国

民
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
」「
経

済
や
社
会
保
障
の
面
で
政
権
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
」
と
、
今

夏
の
参
議
院
選
に
む
け
自
信
を
深

め
た
様
子
だ
▼
一
方〝
タ
カ
派
ぶ

り
〞も
健
在
だ
。
閣
僚
４
人
の
靖

国
参
拝
に
対
す
る
中
韓
の
批
判
に

対
し
「
わ
が
閣
僚
は
ど
ん
な
脅
か

し
に
も
屈
し
な
い
」
と
反
論
し
参

拝
を
容
認
。「
主
権
回
復
・
国
際

社
会
復
帰
を
記
念
す
る
式
典
」
で

は
「
よ
り
良
い
世
界
を
つ
く
る
た

め
進
ん
で
貢
献
す
る
、
誇
り
あ
る

国
に
し
て
い
く
責
任
が
私
た
ち
に

は
あ
る
」
と
、
改
憲
の
下
地
づ
く

り
に
躍
起
だ
。
内
閣
支
持
率
の
高

水
準
を
背
景
に
浮
か
れ
、
震
災
も

原
発
事
故
も
無
か
っ
た
か
の
有
様

だ
▼
７
月
の
参
議
院
選
挙
が
終
わ

れ
ば
あ
と
３
年
は
国
政
選
挙
が
行

わ
れ
な
い
公
算
が
強
く
、
そ
の
３

年
で
「
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
」

が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
政

治
に
対
す
る
不
信
が
続
き
絶
望
へ

と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち
が
求
め
る
未
来
を
自

分
で
考
え
、
そ
の
未
来
を
訴
え
る

自
分
の
言
葉
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
行
為
を
通
し
て
分
断
さ

れ
た
人
間
関
係
を
修
復
し
て
い
く

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
力
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
髭
）

　

地方運転協議会

＝＝
第
28
回
「
反
核
燃
の
日
全
国
集
会
」（
青
森
）＝＝

全
国
か
ら
１
，２
３
６
人
が
参
加＝＝肌寒い中、デモ行進し脱原発の訴え＝＝

国労手帳を齋藤地本委員長から受けとる
河原木孝志さん（右）

国
労
加
入
の
河
原
木
孝
志
さ
ん

28
人
の
参
加
で
楽
し
く
歓
迎
会

◇
八
戸
運
輸
区
分
会
◇

脱
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
を
訴
え

　

４
月
６
日
午
後
２
時
、
薄
曇
り
の
少
し
肌
寒
い
天
気
の
中
、
青
森
県
庁
東
隣
の
青
い
森
公
園
で
第
28
回

「
４
・
９
反
核
燃
の
日
」
全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
集
会
に
全
国
か
ら
１
２
３
６
人
の
参
加
、

国
労
青
森
支
部
か
ら
は
43
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

支
部
は
、
第
１
回
集
会
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
「
反
核
・
反
基
地
」
の
闘
い
強
化
と
「
反
戦
・
平
和
」

の
闘
い
を
地
域
の
仲
間
と
共
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
ま
さ
に
原
子
力
政
策
か
ら
再
生
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
仲
間
と
共
に
、
平
和
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
脱
原
発
・
反
戦
・
平
和
・
護
憲
・
人
権
・
民
主
主
義
擁
護
の
視
点

で
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
報
告
は
石
田
春
夫
青
森
支
部
執
行
委
員
）

▽
５
月
12
・
13
日
（
熱
海
）

　

本
部
組
織
強
化
・
拡
大
東
ブ
ロ

　

ッ
ク
経
験
交
流
会

▽
５
月
19
日
（
青
森
）

　

地
方
本
部
家
族
会
学
習
交
流
会

▽
５
月
21
日
（
盛
岡
）

　

地
方
本
部
執
行
委
員
会

▽
５
月
23
日
（
本
社
）

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
経
営
協
議
会

▽
６
月
５
日
（
安
比
）

　

第
18
回
地
方
本
部
ゴ
ル
フ
大
会

▽
６
月
９
・
10
日
（
大
阪
）

　

本
部
組
織
強
化
・
拡
大
西
ブ
ロ

　

ッ
ク
経
験
交
流
会

▽
６
月
20
日
（
東
京
）

　

全
国
交
運
共
済
生
協
総
代
会

▽
６
月
21
・
22
日
（
盛
岡
）

　

東
日
本
電
気
協
議
会
交
流
会

▽
６
月
22
日
（
盛
岡
）

　

「
佐
高
信
文
化
塾
」
（
平
和
環

　

境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
主
催
）

　
　
　
　
　

◇

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
作
り
を

「
検
修
外
注
化
の
検
証
で
交
流
会
」

　

地
方
運
転
協
議
会
は
、
検
修
外

注
化
施
策
が
実
施
さ
れ
６
ヶ
月
が

経
過
し
た
４
月
21
日
、
第
２
回
職

場
交
流
会
を
10
人
の
参
加
で
開
催

し
、
川
原
事
務
長
を
座
長
に
選
出

し
進
め
、
現
状
の
問
題
点
の
整
理

と
見
直
し
交
渉
に
向
け
た
申
し
入

れ
の
議
論
を
行
っ
た
。

　

最
初
に
高
橋
議
長
は
「
６
ヶ
月

経
過
し
た
中
、
問
題
点
も
少
し
ず

つ
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
見
直
し
交
渉
に
向
け
た

申
し
入
れ
を
早
め
に
ま
と
め
た

い
」
と
挨
拶
し
、
地
方
本
部
菊
池

組
織
部
長
よ
り
「
運
転
協
と
し
て

昨
年
の
８
月
の
団
体
渉
の
経
緯
を

守
ら
せ
る
た
め
検
証
の
強
化
と
組

織
拡
大
の
取
り
組
み
を
」
と
挨
拶

を
受
け
、
討
論
に
入
っ
た
。

　

一
関
運
輸
分
会
か
ら
は
、
今
回

の
施
策
に
対
し
て
、
協
力
会
社
が
、

安
全
で
安
心
な
車
両
の
提
供
を
本

気
に
な
っ
て
い
る
か
疑
問
だ
。
現

場
が
明
確
な
展
望
を
所
員
に
示
す

こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、
こ
の
施

策
は
失
敗
す
る
。
ま
た
、
多
く
の

雇
用
形
態
が
あ
り
、
そ
の
解
消
も

必
要
だ
。
具
体
的
に
は
、
①
年
休

の
取
れ
る
必
要
要
員
の
確
保
②
プ

ロ
パ
ー
へ
の
技
術
継
承
作
り
③
保

存
休
暇
の
使
用
④
手
当
の
適
用
⑤

教
育
体
制
の
充
実
な
ど
要
望
が
出

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
盛
岡
運
転
分
会
か
ら
も
、

指
揮
命
令
が
曖
昧
で
、
作
業
指
示

書
と
発
注
書
の
扱
い
が
分
か
ら
な

い
。
構
内
計
画
業
務
が
明
確
で
な

い
。
作
業
責
任
者
が
業
務
に
精
通

し
て
い
な
い
な
ど
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

議
論
か
ら
、
職
場
に
よ
っ
て
、

委
託
内
容
も
違
い
、
現
場
長
の
対

応
も
違
う
中
、
働
き
が
い
が
あ
る

職
場
を
目
指
す
取
り
組
み
が
必
要

と
感
じ
、
取
り
組
み
の
意
思
統
一

を
図
っ
た
。

　
　

運
転
協
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

清
光

　

集
会
は
、
青
森
県
反
核
実
行
委

員
会
事
務
局
長
の
斎
藤
憲
雄
（
青

森
市
議
）
氏
に
よ
る
開
会
挨
拶
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
全
国
実
行
委

員
会
／
原
水
禁
国
民
会
議
の
道
田

哲
朗
副
事
務
局
長
か
ら
一
昨
年
の

３
月
11
日
に
起
き
た
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
事
故
で
今
も
な
お
避

難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
現
状

や
除
染
が
進
ま
ず
幼
児
・
子
ど
も

達
は
、
屋
外
で
体
一
杯
使
っ
て
の

運
動
や
遊
ぶ
事
が
出
来
な
い
な
ど
、

放
射
能
に
怯
え
な
が
ら
の
苦
し
く

厳
し
い
生
活
実
態
の
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
青
森
県
反
核
実

行
委
員
長
の
三
上
武
志
氏
か
ら
は
、

３
・
11
以
降
青
森
県
内
に
も
福
島

県
か
ら
の
避
難
者
が
い
る
中
で
、

家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
避
難
し
て
い

る
。
子
供
の
事
を
考
え
て
青
森
に

避
難
し
た
が
、
郡
山
に
残
っ
て
い

る
夫
や
姑
が
心
配
で
福
島
に
帰
り

た
い
気
持
ち
や
補
償
金
の
申
請
等

で
身
近
に
相
談
す
る
人
が
い
な
い

等
苦
し
い
生
活
実
態
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
今
集
会
で
取
り
組
ん

だ
カ
ン
パ
が
、
昨
年
よ
り
多
い
80

万
円
を
越
え
た
こ
と
に
感
謝
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
俳
優
の
山
本
太
郎
さ
ん

か
ら
、
脱
原
発
を
決
め
た
ド
イ
ツ

で
は
、
全
て
の
原
発
の
廃
炉
ま
で

50
年
以
上
か
か
り
、
放
射
性
廃
棄

物
貯
蔵
施
設
を
建
設
す
る
地
域
が

決
ま
っ
て
い
な
い
な
ど
、
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
日
本
や
青
森

県
と
似
て
い
る
状
況
だ
と
報
告
し

脱
原
発
を
と
力
強
い
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
共
闘
団
体
の
脱
原
発
弁

護
団
全
国
連
絡
会
か
ら
河
合
弘
之

共
同
代
表
が
、
「
全
国
に
54
基
あ

る
原
発
の
中
で
稼
働
し
て
い
る
の

は
、
た
っ
た
２
基
で
す
。
各
電
力

会
社
は
、
マ
ス
コ
ミ
等
を
使
っ
て

原
発
が
稼
働
し
な
い
と
電
力
を
安

定
供
給
出
来
な
い
、
消
費
者
の
節

電
協
力
を
促
し
た
が
、
火
力
・

水
力
発
電
な
ど
で
社
会
は
機
能
し

た
。
電
力
会
社
は
嘘
を
言
っ
て
い

る
。
私
た
ち
は
、
原
発
の
運
転
差

し
止
め
の
訴
訟
を
し
て
い
ま
す
。

危
険
で
恐
ろ
し
い
原
発
を
な
く
す

る
た
め
共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
」

と
決
意
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
台
湾
の
リ
ー
・
シ
ュ

ウ
ヨ
ウ
さ
ん
か
ら
脱
原
発
の
力
強

い
訴
え
と
、
全
国
か
ら
の
報
告
と

し
て
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

渡
部
事
務
局
長
、
福
井
県
平
和
環

境
人
権
セ
ン
タ
ー
の
水
上
事
務
局

長
か
ら
各
地
域
で
抱
え
る
原
発
の

問
題
点
と
脱
原
発
の
取
り
組
み
の

報
告
が
さ
れ
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
採

択
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
後
、

青
森
駅
前
通
り
を
「
反
原
発
・
脱

原
発
」
を
力
強
く
訴
え
る
デ
モ
行

進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
４
・
９
反
核
燃
の
日
」
は
、

１
９
８
５
年
４
月
９
日
青
森
県
議

会
が
核
燃
施
設
を
受
け
入
れ
た
日

で
す
。
ひ
と
た
び
原
発
事
故
が
起

き
れ
ば
、
故
郷
を
追
わ
れ
、
働
く

場
所
を
失
い
、
被
災
者
と
な
っ
て

路
頭
に
迷
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
、
犠
牲
と
負
担
を
国
民
に
強
い

る
原
子
力
施
設
は
運
転
さ
せ
る
べ

き
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
つ

事
故
を
起
こ
す
か
わ
か
ら
な
い
原

子
力
施
設
と
核
の
ゴ
ミ
を
未
来
の

世
代
に
「
負
の
遺
産
」
と
し
て
残

し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

青
森
県
か
ら
全
国
に
向
け
て
尚
一

層
脱
原
発
を
力
強
く
訴
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

八
戸
運
輸
区
分
会
は
、
４
月
13

日
13
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
「
第
27

回
定
期
分
会
大
会
」
の
終
了
後
17

時
30
分
か
ら
、
３
月
５
日
付
け
で

国
労
へ
新
規
加
入
し
た
「
河
原
木

孝
志
さ
ん
の
国
労
加
入
歓
迎
会
」

を
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
、
田
端
分
会
長
は

「
河
原
木
さ
ん
の
、
勇
気
あ
る
国

労
加
入
に
対
し
て
八
戸
運
輸
分
会

は
心
か
ら
歓
迎
致
し
ま
す
。
今
回

の
拡
大
を
機
に
、
更
に
組
織
の
拡

大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
国
労
加
入
し
た
河
原
木

さ
ん
か
ら
は
「
本
八
戸
の
駅
の
国

労
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
本
当
に

お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
退

職
ま
で
あ
と
数
年
し
か
あ
り
ま
せ

ん
が
、
国
労
の
仲
間
と
し
て
最
後

ま
で
行
動
を
と
も
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
力
強
い
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
方
本
部
齋
藤
委
員

長
、
青
森
支
部
笹
山
副
委
員
長
か

ら
、
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
奥

山
地
区
協
議
長
の
力
強
い
乾
杯
の

音
頭
で
懇
親
会
へ
入
り
、
八
戸
工

務
分
会
の
仲
間
の
参
加
も
あ
り
参

加
者
28
人
の
熱
く
楽
し
い
交
流
と

な
り
ま
し
た
。

　
　

八
戸
運
輸
分
会　

朽
木　

一
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大
船
渡
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
視
察

大
船
渡
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
視
察

「バスの乗り入れ用に整備された盛駅構内」

集会前のチラシ配布行動（青森地区） 八戸も独自集会・最初から酒席？（地区協）

　

４
月
25
日
岩
手
県
鉄
道
交
通
対

策
会
議
は
、
３
月
２
日
仮
復
旧
し

た
大
船
渡
線
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
年
度
初
め
の
月
と
い
う

こ
と
も
あ
り
小
西
和
子
議
長
を
含

め
６
人
の
参
加
で
し
た
が
、
桜
が

満
開
で
晴
天
の
中
を
盛
駅
か
ら
陸

前
高
田
駅
（
市
役
所
前
）
ま
で
の

往
復
を
乗
車
し
ま
し
た
。
行
き
は

被
災
し
た
海
岸
部
経
由
、
帰
り
は

停
車
駅
が
少
な
い
山
間
部
経
由
の

バ
ス
を
利
用
し
ま
し
た
が
、
Ｂ
Ｒ

Ｔ
専
用
道
は
盛
駅
〜
大
船
渡
駅
間

の
一
部
１
・
９
㎞
で
、
国
道
を
含

め
た
一
般
道
と
の
交
差
点
に
遮
断

機
と
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
に
信
号
は

付
い
て
い
ま
す
が
、
一
般
道
を
横

切
る
時
に
、
一
般
道
側
を
走
行
し

て
い
る
車
が
停
車
し
て
く
れ
る
か

心
配
で
し
た
。
ま
た
専
用
道
以
外

の
国
道
を
除
く
一
般
道
は
山
間
部

が
多
く
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
き
つ

く
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
ほ
か
道

路
幅
が
狭
い
た
め
、
対
向
車
と
の

行
き
違
い
に
か
な
り
の
危
険
を
感

じ
ま
し
た
。
陸
前
高
田
市
内
で

は
、
復
興
住
宅
の
建
設
な
ど
に
関

わ
る
大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
の
往
来
が

多
く
、
ま
た
そ
の
他
に
も
様
々
な

復
興
に
関
わ
る
車
が
行
き
交
い
、

Ｂ
Ｒ
Ｔ
用
バ
ス
が
利
用
し
て
い
る

一
般
道
の
交
通
量
の
多
さ
を
実
感

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
専
用
道
が
延
長
さ
れ
れ

ば
、
安
全
面
の
確
保
は
数
段
上
が

る
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
車
社

会
で
の
事
故
率
か
ら
み
て
、
如
何

に
鉄
道
が
安
全
で
快
適
で
あ
る
か

を
改
め
て
感
じ
た
視
察
で
し
た
。

　

地
方
本
部
主
催
に
よ
る
「
第
１

回
地
本
・
支
部
役
員
組
織
対
策

会
議
」
が
４
月
13
日
13
時
15
分
か

ら
国
労
会
館
の
会
議
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

　

座
長
に
就
任
し
た
齋
藤
執
行
委

員
長
の
「
他
労
組
は
国
労
の
動
き

に
警
戒
を
強
め
、
組
織
防
衛
に
躍

起
に
な
っ
て
い
る
。
過
度
な
引
き

締
め
は
不
満
を
増
長
さ
せ
る
こ
と

に
。
会
社
の
労
務
政
策
は
確
実
に

変
化
し
て
き
て
い
る
こ
の
機
に
、

青
森
駅
連
・
八
戸
運
輸
・
他
地
本

の
拡
大
に
学
び
、
国
労
と
し
て
攻

め
の
組
織
拡
大
行
動
を
展
開
し
よ

う
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
で
始
め
ら

れ
、
続
い
て
佐
々
木
書
記
長
が
①

Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
と
の
和

解
以
降
の
情
勢
②
第
68
回
定
期
地

方
大
会
以
降
の
状
況
③
組
織
拡
大

の
取
り
組
み
の
意
義
と
克
服
す
べ

き
課
題
④
今
年
度
の
採
用
者
の
配

属
状
況
等
に
つ
い
て
提
起
し
、
意

見
交
換
へ
と
は
い
っ
た
。

　

盛
岡
支
部
・
青
森
支
部
か
ら
、

各
分
会
の
取
り
組
み
状
況
や
、
支

部
と
し
て
分
会
に
関
わ
っ
て
き
た

経
過
と
今
後
の
行
動
の
課
題
等
が

報
告
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
受
け
て
出

席
者
か
ら
は
、
▽
若
手
社
員
が
抱

え
る
悩
み
を
、
具
体
的
に
つ
か
む

努
力
が
必
要
▽
職
場
に
お
け
る
他

労
組
の
言
動
や
国
労
組
合
員
へ
の

対
応
は
ど
う
か
▽
国
労
を
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
宣
伝
用
品

が
必
要
▽
個
人
で
止
ま
っ
て
い
る

若
手
と
の
つ
き
合
い
を
、
分
会
と

し
て
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
す
る
体
制

づ
く
り
を
▽
試
験
や
会
社
施
策
に

関
す
る
若
手
社
員
の
気
持
ち
を
つ

か
む
努
力
を
―
等
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
佐
々
木
書
記
長

の
「
新
採
の
獲
得
に
む
け
、
若
手

社
員
を
国
労
に
加
入
さ
せ
る
取
り

組
み
の
具
体
化
に
集
中
し
、
国
労

を
辞
め
た
人
た
ち
を
復
帰
さ
せ
る

努
力
も
継
続
す
る
。
ま
た
、
助
役

試
験
・
主
務
職
試
験
合
格
者
と
の

交
流
を
図
り
、
孤
立
さ
せ
な
い
取

り
組
み
を
行
う
。
次
の
会
議
ま
で

に
報
告
で
き
る
具
体
的
行
動
の
展

開
を
」
と
い
う
ま
と
め
を
全
参
加

者
で
確
認
し
、
組
織
拡
大
に
全
力

で
取
り
組
む
決
意
を
固
め
合
っ
て

閉
会
し
た
。

＜問い合わせは＞東北労金へ　　０１２０-1919-62

マイカーローン

年2.50％ 年3.00％または

保証料込み

適用金利の
ご案内

固定
金利

●「団体会員の方」「団体会員以外の方」で金利が異なります。
●固定金利型（ご融資期間５年超7年以内、７年超10年以内）、
変動金利型（ご融資期間10年以内）もご用意しています。

5年 ご融資期間
5年以内

住宅ローン適用金利のご案内

固定金利
選択型

引下げ後金利

固定
金利

年2.50％ 年3.00％

年0.70％

または

保証料込み

有担保

無担保

●「団体会員の方」「団体会員以外の方」で金利が異なります。●固定金利
型（ご融資期間５年超7年以内、７年超10年以内）、変動金利型（ご融資期間
20年以内）もご用意しています。

●金利引下げには一定の条件があります●別途保証料が必要です（団体会
員の方の保証料は当金庫が負担します。）

2年もの

5年

教育ローン

年2.50％ 年3.00％または

保証料込み

適用金利の
ご案内

固定
金利

●「団体会員の方」「団体会員以外の方」で金利が異なります。
●固定金利型（ご融資期間５年超7年以内、７年超10年以内）、
変動金利型（ご融資期間15年以内）もご用意しています。

5年 ご融資期間
5年以内

上記適用金利
お取り扱い期間〉〉2013年4月1日から2013年9月末お申込み・実行分まで

上記適用金利お取り扱い期間〉〉
【有担保】　2013年4月1日から2014年3月末
　　　　　お申込み分まで
【無担保】　2013年4月1日から2013年9月末
　　　　　お申込み・実行分まで

＝＝
岩
手
県
鉄
道
交
通
対
策
会
議
＝＝

平
和
憲
法
を
守
ろ
う

平
和
憲
法
を
守
ろ
う

平
和
環
境

岩
手
県
セ
ン
タ
ー
街
宣

全
力
で
拡
大
行
動
の
展
開
を

「
地
本
・
支
部
役
員
組
織
対
策
会
議
」

　

憲
法
施
行
66
年
目
の
５
月
３

日
、
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー

主
催
の
「
５
・
３
憲
法
記
念
日
街

宣
行
動
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

盛
岡
駅
前
で
豊
巻
平
環
セ
ン
タ

ー
議
長
・
伊
澤
社
民
党
代
表
・
小

西
県
議
が
街
頭
演
説
を
行
い
「
子

ど
も
た
ち
を
再
び
戦
場
に
送
ら
な

い
た
め
に
、
憲
法
改
正
要
件
を
緩

和
す
る
96
条
の
改
正
を
許
さ
ず
、

平
和
憲
法
を
守
っ
て
い
こ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
盛
岡
市

内
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
宣
伝
カ
ー

で
街
頭
演
説
・
チ
ラ
シ
配
布
を
行

い
、
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
と
訴
え

ま
し
た
。

　

憲
法
記
念
日
に
あ
た
り
、
私
た

ち
も
改
め
て
平
和
憲
法
を
見
つ
め

な
お
し
学
習
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
７
月
の
参
議
院
選
挙
に
勝
利

し
、
自
民
党
を
は
じ
め
と
す
る
憲

法
「
改
正
」
を
唱
え
る
政
党
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
、
戦
争
の
な
い
安

心
し
て
働
け
る
社
会
を
め
ざ
し
て

い
こ
う
。

　
　
　

盛
岡
地
区
協　

及
川　

孝

安心して暮らせる未来をみんなでつくろう
◇第84回メーデー・国労の旗も各地に◇

復興がんばっべえーす・宮古地区
（宮古駅前広場）

ローカル色の軽トラ街宣車
（一関地区・磐井河河川敷公園）

独自のメーデー集会・130人参加
（青森地区・労福会館）

少人数でもガンバルベー
（一戸地区・地区労）

プラカード手に国労も
元気に行進20人参加
　　　　　  （一関）

参加者全員でスナップ、行進へと。
　　　　　　　　　　　　（北上）

遠野地区で傘カードを作成し参加
国労も５人参加。

プラカードで優秀賞獲得
（北上地区・さくらホール）

行進を終わり寒い中の
酒席もガンバローで散会。（盛岡）

岩手県中央メーデー（岩手公園）
国労も50人が参加。

釜石地区も多くの参加者、国労も６人参加


